
藤園中学校・江南中学校等の施設整備
にかかる基本計画の検討状況について

➤学校施設については「学校施設長寿命化計画」を策定し施設の長寿命化を図るとともに、「学校規模適
正化基本方針」に基づき、松尾3小学校や白浜分校の統合を行うなど、良好な教育環境との整合を図りな
がら、資産総量の適正化に向けた取組も進めている。

➤天明校区の小学校４校においては、全学年が単学級又は複式学級となっており、今後も児童数が減少
していくことが見込まれることから、教育環境の更なる充実のために、4小学校と天明中学校をひとつに
した本市初となる施設一体型義務教育学校の設置に向けて、令和４年（2022年）１２月、天明校区施設一
体型義務教育学校基本計画を策定した。

➤施設の老朽化が進行する学校については、個別計画を策定し先行して取り組む。

教育改革推進課

報告（３）

➣藤園中学校・城東小学校においては、老朽化による学校施設の建替えに伴い、小中学校施設の一体整備
や複合化等、市街地中心部であることを活かした地域の核となる施設の在り方を検討。

➣同一敷地内にある、あおば支援学校との連携をさらに推進する。

➣教育センターでは、平成24年（2012年）の指定都市移行後、県からの任命権限の移譲により初任、経年
者研修ほか管理職研修等の実施が必要となった。また現在、職員数の増により研修室を執務室に転用した
ことで研修が制限されていることや、令和10年度（2028年度）に約7億円規模の大規模改修を予定して
いることから、全校園長が一同に会することのできる研修室を備えるとともに、実習室の小中学校との共
同利用等を実施し、藤園中・城東小との一体整備を検討する。

藤園中学校・城東小学校・教育センター等の施設整備について

学校規模適正化基本方針に基づくこれまでの取り組みについて

➣江南中学校・向山小学校・向山幼稚園においては、学校施設の建替えに伴い、義務教育学校への移行及
び向山幼稚園との一体整備や複合化等を検討する。

➣江南中学校及び向山小学校は令和2年度（2020年度）から小中一貫教育がスタートしており、９年間の
系統性のある教育課程を編成して一貫した教育を実施するとともに、幼小中連携の新たな学校の在り方
等を検討する。

江南中学校・向山小学校・向山幼稚園等の施設整備について

➣令和5・６年度は、基本計画策定及び民間活力導入可能性調査を実施

➣事業方式については従来方式のほか、デザインビルド（DB）方式、PFI方式を比較検討する。

➣マーケットサウンディングにおいて、教職員の負担軽減、効率的・効果的な学校運営、放課後の活動拠点、
児童生徒の多様な体験機会の創出、地域の拠点となる学校づくりの観点から民間事業者で実施可能な業
務の範囲や学校施設の活用を含めた幅広いアイデアを募集する。

➣藤園中・江南中ともに余剰地が確保できれば、民間活用による新たな財源の創出も検討する。

※最短で令和１１年度以降の供用開始を目指す
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